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けられる。ひとつは実店舗のあ古本屋であり、もうひとつはインターネット上の古本屋であ 。本稿では、主に筆者が訪問したことのある北京の古本屋およびインターネット上の サイト 特最大手で 「孔夫子旧書網」を紹介する。中国の古本屋事情の一端をお伝えできればと思う。
●北京の古本屋　「︙︙八〇年代以前、北京の書店は二つしかなかった。一つは新華書店、もう一つは中国書店。新華書店は新しい本を売り、中国書店は古本を売って た」 （参考文献②） 。北京の書店について書かれているこの資料 とおり、北京の古本屋といえば長らく中国書店を指していた。中国の書 に関する資料を読むと、八○年代以前に学生であった知識人たちが中国書店に入り浸り、ここで知的好奇心を満たしていたことが綴られている。現在は歴史的に価値の高いいわゆる古書と呼ばれる資料や、書画、 文学、 歴史関連の新刊本（古本でな 本） 中心 扱っているが、近年刊行された本の古本も販売されている。しかし 架上の配列は無規則 、分野別にもならべられていない。必要な本を探す
のには丹念に棚をみていくほかなく苦労する。　
典型的な古本屋といった風情が







ないタイプの古本屋に豆瓣書店ある。店は古本屋というよりむしろ小規模な書店といった印象を受ける。実はここで売られて る本は出版社の在庫処分品を仕入れたものなのである。 れにより新品と同様の本が低価格で販売されている。 ちろん在庫処分品を何でも仕入れている訳ではなく、店主が人文系の本を中心に選定をしている。店員によると、誰かが一度使った本をほしがる人はあまりいないため、いわゆる古 は扱っていないとのことであった。またこの店では、一部であるが新刊書取り扱って る。　
北京ではいくつかの場所で古本
市が開催されている。市内東部にある潘家圓旧貨市場の古本 は一九九〇年代前半に始まり 現在でも行われている数少な 古本市のひとつで 。 は土日のみで、駐車場を思わせるスペースに三畳程度の広さを一区画としてそれぞれの売り主が出店している。潘家圓旧貨市場は、常設市としては、骨董や装飾品など 取り扱われる場所ということもあり、古本
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市でもそれらに関する資料が多く売られている。また、毛沢東関連の資料や地図、連環書と呼ばれる小型の本、民国期の資料などが多く取り扱われていた。本の扱いは売り主によって随分異なり、一冊一冊ビニールに包みき いに陳列する店から、うずたかく積まれた本を前に「一冊二元！」とたたき売りを 、店 が狭い売り場スペース 本を踏みつけながら歩く店などさまざまである。●インターネットの古本屋　
中国でインターネット上の古本
屋が現れ始めたのは二〇〇〇年頃といわれている。一時は斜陽産業
といわれた古本市場はインターネットの登場により再び活性化することになる。従来の実店舗の形態は、店側・客側双方の売買が基本的に居住する地域内に限定されてしまい需要と供給 マッチングが難しかった。しかしインターネットの登場によりこれらの制約がなくなった。これ 加え、実店舗を持つことによる賃貸料などのコスト削減や同一図書の価格がインターネット上で比較できるため、その値段が平均化するなど、双方にとって利点が生じた （参考文献③） 。孔夫子旧書網は、インターネット古本屋のなかでは比較的早い二〇〇二年に創業され 現在 は最大手の古本屋サイトである。このサイトは単独 古本屋で なく、複数の古本屋がインターネット上で取引できるようなプラットフォームを提供している、いわゆるオンラインモールである。二〇一六年二月現在、約六万の店舗 出店し、合わせて六九〇〇万冊もの本が出品されている。前述 前流書店もここに出店し実店舗とインターネット店舗両方で営業している。筆者は、中国滞在時にこのサイトを利用し、統計局でもす に販売していないような一九八〇～九〇




ネット上の古本屋を簡単 紹介したが、このなかだけでも昔ながらの店舗からネット販売との兼業店、処分される在庫を販売する店など多様な形態の古本屋があるこ がわかる。また、中国書店や豆瓣書店、孔夫子旧書網 一部店舗のように新刊書を取り扱うなど、古本


























例」 （ 『中国出版』二〇一二年五月上） 。
潘家圓古本市の様子（筆者撮影）
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